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要綱第１５６号 
 

 （趣旨） 
第１条 この要綱は、区が夜間休日等職員の勤務時間外に発生した地震等の災害時の

初動連絡等に従事する職員を確保することを目的として実施する災害対策職員待機

寮借上事業に関して必要な事項を定めるものとする。 
 
 （定義） 
第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義はそれぞれ当該各号に定める

ところによる。 
   職員 区に勤務する者をいう。ただし、再任用、臨時または非常勤の者を除く。 
   災害対策借上職員待機寮（以下「借上待機寮」という。） 配偶者および同居の親

族を有しない職員（以下「単身者」という）を居住させるために区が社宅管理会社

等から借り上げた、次に掲げる要件を満たす住宅をいう。 
  ア 品川区内および品川区近隣に位置する単身用住宅であること。 
  イ 居室面積が２０㎡程度ある鉄骨または鉄筋コンクリート造りで、風呂、トイレ

付であること。 
  ウ 借上待機寮の賃借料については、諸物価、公租の変動、近隣賃借料等を勘案し、

予算の範囲内において決定すること。 
 
（入居資格要件） 
第３条 借上待機寮に入居しようとする職員は、次に掲げる要件を備えなければならな

い。ただし、運営委員会の議を経て、区長室長が特別の事情があると認めた場合はこ

の限りでない。 
   新規採用職員で自己所有の住宅が無く、住宅に困窮する単身者であること。 
   災害対策要員として活動できる者であること。 



 
 （入居の申込） 
第４条 借上待機寮に入居しようとする職員は、所属長の推薦を受け、その者が連署す

る入居申請書（第１号様式）を区長室長に提出しなければならない。 
 
 （入居者の決定） 
第５条 入居者は、運営委員会の議を経て、区長室長が決定する。 
２ 区長室長は、入居者を決定したときは、入居承認書（第２号様式）を交付する。 
 
 （優先入居） 
第６条 区長室長は、借上待機寮に入居を申し込んだ職員のうち第３条の入居資格要件

を備え、かつ、次の各号に掲げる者については、優先して入居させることができる。 
   無線従事者免許を有する者 
   日本赤十字社救急法救急員である者 
   災害対策上必要な技術関係者で区長室長が必要と認める者 
 
 （入居の時期） 
第７条 入居の承認を受けた者は、入居承認書に記載された入居期間の初日（以下「使

用許可日」という）から１０日以内に入居しなければならない。 
 
 （入居期間） 
第８条 入居期間は使用許可日の属する月から起算して４７月以内とする。 
 
 （初期費用等） 
第９条 区長は、入居者に代わり、次に掲げる費用を社宅管理会社に支払うこととする。

  使用許可日の属する月から起算して２４月分の礼金、契約事務手数料、火災保険 
料、原状回復費、消毒代および鍵交換代（以下「初期費用」という。） 

  入居者が使用許可日の属する月から起算して２５月以降も入居する場合において

生じる、２３月分（２５月以降から４７月まで）の更新料、更新手数料および火災

保険料（以下「期中費用」という。） 
 
 （利用料） 
第１０条 入居者は、賃借料および共益費の合計額の５０％に相当する額（以下「借上

待機寮利用料」という。）を納付しなければならない。 
２ 借上待機寮利用料は、毎月１日から末日までを１カ月分とし、当該月の給料から控

除する。ただし、給料から控除することができない場合は、納入通知書により当該月

の末日までに納付するものとする。  
３ 月途中の退去であっても、１カ月分の借上待機寮利用料とする。 
 
 （費用負担） 
第１１条 入居者は、自己の居住の用に供する電気、ガス、上下水道の使用料を自己の

責任において負担するほか、次の各号に掲げる費用を支払うこととする。 



   衛生、防火、防犯等の理由により世帯主として負担すべき費用 
   電球、蛍光灯、ヒューズ、給水栓（パッキンを含む。）、排水栓等の消耗品の交換

費用 
   粗大ゴミの処分にかかる費用 
   費用が軽微な修繕にかかる費用 
   前各号に掲げるもののほか、区長室長が指定するもの。 
 
 （入居者の義務） 
第１２条 入居者は、善良な管理者の注意をもって住宅を維持し、かつ、他の入居者に

迷惑を及ぼすような行為をしてはならない。  
２ 入居者は、夜間休日等職員の勤務時間外に発生した地震等の災害時の初動連絡等に

従事することおよび各種防災訓練への参加をしなければならない。 
 
 （損害賠償） 
第１３条 入居者は、その責に帰すべき事由により、借上待機寮を滅失またはき損した

ときは、速やかに区長室長に報告するとともに、原状に回復し、またはその損害を賠

償しなければならない。 
 
 （転貸等の禁止） 
第１４条 入居者は、借上待機寮を転貸し、その利用権を譲渡してはならない。 
 
 （営利目的行為等の禁止） 
第１５条 入居者は、借上待機寮内において営利を目的とする行為またはこれに類する

行為を行ってはならない。 
 

（入居の取消し） 
第１６条 区長室長は、入居者が次の各号のいずれかに該当するときは、運営委員会の

議を経て、入居の承認を取り消すことができる。 
   第７条に規定する入居の時期までに入居しないとき。 
   虚偽の申立てまたは不正の手段により入居の承認を受けたとき。 
   この要綱またはこの要綱に基づく区長室長の指示に従わないとき。 
２ 前項の規定により承認を取り消された者は、速やかに退去しなければならない。 
 
 （返還） 
第１７条 入居者は、借上待機寮を返還しようとするときは、返還する日の１カ月前ま

でに返還届（第３号様式）を区長室長に提出しなければならない。 
２ 入居者は、借上待機寮を返還するときは、当該借上待機寮を原状に回復しなければ 

ならない。 
３ 入居者は、借上待機寮を入居期間満了前に返還するときは、次に掲げる費用を納付

しなければならない。ただし、人事課長が当該費用の支払いを要しないと認めるもの

にあっては、この限りではない。 
  使用許可日の属する月から起算して２４月の内、実際に入居していた期間を除く



返還後残期間の初期費用（消毒代および鍵交換代を除く）の支払い相当分の額の５

０％に相当する費用 
  使用許可日の属する月から起算して２５月以降から４７月までの２３月の内、実

際に入居していた期間を除く返還後残期間の期中費用の支払い相当分の額の５０％

に相当する費用 
 
 （明渡し） 
第１８条 入居者が次の各号のいずれかに該当する場合は、入居者は、当該各号に定め

る日までに、借上待機寮を明渡さなければならない。 
   入居期間を満了したとき。 期間満了日 
   職員でなくなったとき（死亡したときを含む）。 区長室長の指定する日  
   借上待機寮の利用料を滞納したとき。 区長室長の指定する日 
   借上待機寮を廃止するとき。 区長室長の指定する日 
   第１１条から第１５条までの規定に違反する行為のあったとき。 区長室長の指

定する日 
２ 前項の規定により、入居者が借上待機寮を明け渡す場合は、前条の規定を準用する。 
 

（運営委員会等） 
第１９条 第３条、第５条第１項および第１６条第１項の運営委員会については、品川

区職員住宅の設置および管理に関する規則（昭和５８年品川区規則第１７号）に規定

する運営委員会の例による。 
 
 （委任） 
第２０条 この要綱の施行について必要な事項は、区長室長が別に定める。 
 
   付 則 

１ この要綱は、平成２１年４月１日から適用する。 
２ 平成２１年度入居に関する手続きは、この要綱の制定の日前において行うことが

できる。 
   付 則 

この要綱は、平成２１年 ７月 １日から適用する。 
  付 則 
この要綱は、平成２４年 ４月 １日から適用する。 

付 則 
この要綱は、平成２５年 ４月 １日から適用する。 
  付 則 
１ この要綱は、平成２８年 ４月 １日から適用する。 
２ 第８条、第９条 および第１７条３項 については、使用許可日が平成２８年３

月３１日以前である者に限り、「２４月」を「２３月」、「４８月」を「４７月」と読

み替える。 
付 則 

この要綱は、令和 ６年 ４月 １日から適用する。 
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（実　家） 携帯等

本　人



品川区職員住宅入居承認書 

                          （第二号様式） 

寮  名  

氏  名  

所  属  

承認期間  

 

利用条件 

１．入居者が下記のいずれかに該当するときは、定められた期間内に職員住宅を明

け渡すこと。 

（１）退職したとき。６０日 

（２）規則に定める資格要件を欠くに至ったとき。６０日 

（３）死亡したとき。９０日 

（４）規則に違反する行為のあったとき。３０日 

（５）入居期間が満了したとき。期間満了日の翌日 

（６）規則により転居を命じられたとき。９０日 

２．品川区職員住宅の設置および管理に関する規則、またはこの規則に基づく指示

に従うこと。また、これらに違反した場合の退去命令に従うこと。 

３．入居者の責に帰すべき事由による施設・設備の減失・破損・汚損に対しては、

損害を賠償すること。 

４．利用料金・私用光熱水費は、給与から控除される。 

ただし、給与控除されない場合は、職員厚生係より送付される納付書で金融機

関に納入すること。 

５．電気料その他の経費を必ず期日までに納入すること。 

６．住宅を転貸し、またはその利用権を譲渡しないこと。 

７．入居者以外の者と共同利用しないこと。 

８．許可なしに室の模様替え、その他の工作を行わないこと。 

９．善良な管理注意をもって住宅を維持するように努めること。 

10．職員住宅の属する地域の町会活動には積極的に参加協力し、町会費の納入につ

いても協力すること。 

11．他の入居者の迷惑となるような行為をしないこと。 

12．退去の時は荷物・ゴミ等をいっさい残さないこと。 

13．災害対策要員としての義務を遂行すること。 

 

上記条件を付して標記住宅の入居を承認いたします。 

 

               年  月  日  

        区長室長 

 



（第３号様式）  

 
年  月  日  

 

災害対策借上職員待機寮返還届  

 
  区長室長 様  

 
  
              寮 名 
              所 在 地 
              所     属 
              氏     名            

 
 

下記のとおり、上記借上待機寮を返還しますのでお届けいたします。  

 
               記  

 
１ 返還年月日  

 
 

 
２ 返還理由  

 
 
 

３ 返還後の住所  

 


